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ウルフアロンウルフアロン（パーク 24）（パーク 24）

が３度目の優勝が３度目の優勝
冨田若春冨田若春（コマツ）（コマツ）がが４連覇４連覇

男子男子
100㌔100㌔
級級

女子女子
78㌔超級78㌔超級

【100㌔級・決勝】ウルフ（奥）が大内刈で勝利する【100㌔級・決勝】ウルフ（奥）が大内刈で勝利する

2023 年
全日本選抜柔道体重別選手権大会
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■
60
㌔
級

　

決
勝
は
準
決
勝
で
永
山
竜
樹
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ

湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
を
降く
だ

し
た
中
村

太
樹
（
国
士
舘
大
）
と
、
昨
年
の
覇
者
古

賀
玄
暉
（
旭
化
成
）
に
勝
利
し
た
竪
山 

将
（
パ
ー
ク
24
）
の
一
戦
。
開
始
早
々
に

中
村
が
勢
い
よ
く
小
内
刈
を
決
め
て
、
試

合
時
間
24
秒
で
勝
利
。
中
村
は
初
優
勝
に

輝
い
た
。

　

２
０
２
３
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
が
４
月
１
・
２
日
、
福
岡
市

の
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
男
子
100
㌔
級
は
、決
勝
で
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン（
パ

ー
ク
24
）
が
グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗
（
日
本
体
育
大
）
か
ら
大
内
刈
で
技
あ
り
を
奪

っ
て
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
78
㌔
超
級
は
、
冨
田
若
春
（
コ
マ
ツ
）
と

児
玉
ひ
か
る
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
対
戦
し
、
冨
田
が
合
わ
せ
技
一

本
で
４
連
覇
を
達
成
し
た
。

　
男
子
の
部

　
男
子
の
部

◀︎【60㌔級・決勝】中村（手前）が小内刈を決める◀︎【60㌔級・決勝】中村（手前）が小内刈を決める

　

試
合
は
男
女
各
７
階
級
が
行
わ
れ
、
各

階
級
に
は
全
日
本
柔
道
連
盟
か
ら
選
抜
さ

れ
た
８
名
の
選
手
が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
形
式
に
よ
り
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審

判
規
定
で
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
４
分

で
時
間
内
に
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
は
ゴ

ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
（
延
長
戦
）
に
よ
り
勝

敗
が
決
す
る
ま
で
時
間
無
制
限
で
争
わ
れ

た
。

◎
中
村
太
樹
（
国
士
舘
大
）

「
初
め
て
日
本
一
に
な
れ
ま
し
た
。
と
て

も
嬉う
れ

し
い
で
す
。
今
日
は
自
分
ら
し
い
柔

道
を
取
れ
ま
し
た
。
将
来
は
野
村
忠
宏
さ

ん
の
よ
う
な
柔
道
家
に
な
り
た
い
で
す
」

■
66
㌔
級

　

決
勝
は
藤
阪
泰
恒
（
パ
ー
ク
24
）
と
五

味
佳
将
（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）
の
対

決
。
開
始
早
々
に
藤
阪
が
内
股
を
放
ち
、

崩
れ
か
け
た
五
味
に
小
内
刈
を
仕
掛
け
て

技
あ
り
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
袖
車
絞
で

一
本
を
決
め
、２
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
藤
阪
泰
恒
（
パ
ー
ク
24
）

「
優
勝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

ま
し
た
の
で
、
勝
ち
に
い
く
こ
と
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た
。
決
勝
で
も
前
に
出
て
行
く

こ
と
を
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
66
㌔
級

は
阿
部
一
二
三
選
手
、
丸
山
城
志
郎
選
手

と
同
じ
階
級
で
す
の
で
、
今
回
の
優
勝
で

や
っ
と
肩
を
並
べ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

▶︎【66㌔級・決勝】藤阪（奥）が内股を放つ︎▶︎【66㌔級・決勝】藤阪（奥）が内股を放つ︎
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■
73
㌔
級

　

決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
石
原
樹

（
日
本
体
育
大
）
と
吉
田
優
平
（
自
衛
隊

体
育
学
校
）
の
２
人
。
残
り
１
分
で
石
原

に
指
導
２
が
与
え
ら
れ
た
直
後
、
石
原
が

勢
い
よ
く
放
っ
た
大
外
刈
が
技
あ
り
と
な

り
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
終
了
。
石
原
が
初

優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
石
原
樹
（
日
本
体
育
大
）

「（
優
勝
し
て
）
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
い
で
す
。
決
勝
は
こ
の
ま
ま

だ
と
負
け
そ
う
で
し
た
の
で
、
思
い
切
っ

て
い
き
ま
し
た
。
初
め
て
大
き
な
大
会
で

優
勝
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
将
来
は
大
野
将
平
選
手
の
よ
う
な
柔

道
家
に
な
り
た
い
で
す
」

■
81
㌔
級

　

老
野
祐
平
（
帝
京
平
成
大
）
と
釘
丸
将

太
（
パ
ー
ク
24
）
の
決
勝
。
両
者
と
も
指

導
１
の
ま
ま
延
長
戦
に
入
っ
た
。
延
長
１

分
過
ぎ
に
釘
丸
が
払
腰
に
出
た
と
こ
ろ
を

老
野
が
小
外
掛
で
返
し
た
。
こ
れ
が
技
あ

り
と
な
っ
て
老
野
が
勝
利
し
、
初
優
勝
を

飾
っ
た
。

◎
老
野
祐
平
（
帝
京
平
成
大
）

「
決
勝
は
絶
対
に
勝
つ
ぞ
と
い
う
意
気
込

み
で
、
自
分
か
ら
攻
め
て
い
っ
て
展
開
を

作
り
、
そ
の
中
で
投
げ
に
い
く
の
を
意
識

し
ま
し
た
。
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優

勝
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
は
も
っ
と
強
く

な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
通
過
点
で

【81㌔級・決勝】釘丸（右）の払腰の隙を狙う老野【81㌔級・決勝】釘丸（右）の払腰の隙を狙う老野

【73㌔級・決勝】石原（手前）の大外刈【73㌔級・決勝】石原（手前）の大外刈

す
。
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
」

■
90
㌔
級

　

決
勝
は
昨
年
準
優
勝
の
田
嶋
剛
希
（
パ

ー
ク
24
）
と
昨
年
の
講
道
館
杯
で
優
勝
し

た
ベ
イ
カ
ー
茉
秋
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

の
対
決
。
互
い
に
指
導
１
を
受
け
て
、
延

長
戦
に
入
る
。
そ
の
30
秒
過
ぎ
、
田
嶋
の

や
ぐ
ら
投
げ
を
ベ
イ
カ
ー
が
小
外
掛
で
返

そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
田
嶋
が
す
か
し
て
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身
体
を
浴
び
せ
た
。
こ
れ
が
技
あ
り
（
隅

落
）
と
な
っ
て
試
合
は
終
了
。
田
嶋
は
悲

願
の
初
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
込
み
上
げ
る

も
の
を
抑
え
き
れ
ず
に
目
に
は
光
る
も
の

が
輝
い
た
。

◎
田
嶋
剛
希
（
パ
ー
ク
24
）

「
負
け
が
続
い
て
、
柔
道
を
や
め
よ
う
か

と
思
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ベ
イ
カ
ー

選
手
に
は
今
ま
で
１
回
し
か
勝
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
自
分
の

良
さ
を
出
し
切
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
そ

こ
で
勝
て
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

勝
ち
切
れ
た
の
は
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

見
て
い
て
面
白
い
柔
道
を
や
り
続
け
ま

す
」■

100
㌔
級

　

決
勝
は
東
京
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ウ

ル
フ
ア
ロ
ン
（
パ
ー
ク
24
）
と
ウ
ル
フ
に

憧
れ
を
持
つ
グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗
（
日

本
体
育
大
）
に
よ
る
春
日
柔
道
ク
ラ
ブ
の

先
輩
と
後
輩
の
対
戦
。
ウ
ル
フ
が
指
導

【90㌔級・決勝】田嶋（右）が隅落で勝利した【90㌔級・決勝】田嶋（右）が隅落で勝利した

【100㌔超級・決勝】太田（手前）が隅落を決めて勝利【100㌔超級・決勝】太田（手前）が隅落を決めて勝利

心技体 人を育てる総合誌

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
も
最
後
ま
で
勝
ち

切
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ま
た
一
つ
進

歩
で
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

■
100
㌔
超
級

　

決
勝
は
22
年
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
優

勝
の
太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）
と
中
村
雄
太

（
東
海
大
）に
よ
る
東
海
大
の
同
門
対
決
。

両
者
と
も
指
導
２
を
受
け
て
延
長
戦
へ
と

入
る
。
延
長
２
分
過
ぎ
に
太
田
が
中
村
の

重
心
が
後
ろ
に
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

足
技
で
崩
し
、
そ
の
ま
ま
隅
落
を
決
め
て

勝
利
。
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
太
田
彪
雅
（
旭
化
成
）

「
中
村
と
は
い
つ
も
東
海
大
で
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
互
い
に
手
の
内
は
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
先
輩
と
し
て
の
意
地
で
負

け
ら
れ
な
い
戦
い
で
し
た
。
自
分
の
上
に

は
斉
藤
立
選
手
や
影
浦
心
選
手
が
い
る
の

で
、
２
人
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

２
、
グ
リ
ー
ン
が
指
導
１
で
延
長
戦
へ
突

入
す
る
。
延
長
戦
1
分
近
く
に
ウ
ル
フ
は

キ
レ
の
あ
る
大
内
刈
で
グ
リ
ー
ン
を
ね
じ

り
倒
し
て
技
あ
り
を
奪
取
。
ウ
ル
フ
は
３

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
（
パ
ー
ク
24
）

「
こ
こ
で
の
優
勝
が
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
繋つ
な

が
り
ま
す
。
復
活
す
る
ぞ
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
臨
み
ま
し
た
。
体
重
は
順

調
に
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
試
合
の
中
で

足
が
つ
っ
た
り
と
か
、
う
ま
く
調
整
す
る
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■
57
㌔
級

　

髙
野
綺
海
（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

と
東
京
五
輪
銅
メ
ダ
ル
の
芳
田
司
（
コ
マ

ツ
）
の
決
勝
。
延
長
４
分
過
ぎ
に
吉
田
が

指
導
３
を
受
け
て
反
則
負
け
。
髙
野
が
涙

の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
髙
野
綺
海
（
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
）

「
私
は
吉
田
さ
ん
の
よ
う
な
キ
レ
の
あ
る

技
も
な
い
で
す
が
、
会
場
か
ら
の
応
援
が

力
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
一
に
な
り
ま
し

た
が
、
次
は
も
っ
と
大
き
な
目
標
に
向
か

　
女
子
の
部

　
女
子
の
部

■
48
㌔
級

　

決
勝
は
、
荒
川
朋
花
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

と
吉
岡
光
（
東
海
大
）
が
対
戦
。
本
戦
は

両
者
有
効
な
技
が
出
せ
ず
、
延
長
戦
に
入

っ
た
。
延
長
４
分
過
ぎ
、
吉
岡
の
放
っ
た

投
げ
技
に
よ
っ
て
吉
岡
自
身
の
頭
が
畳
に

突
っ
込
み
（
ダ
イ
ビ
ン
グ
）、
吉
岡
の
反

則
負
け
と
な
っ
た
。
荒
川
が
勝
利
し
、
初

優
勝
を
達
成
し
た
。

◎
荒
川
朋
花
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

「
こ
の
大
会
は
強
い
選
手
が
集
ま
る
な

か
、
自
分
は
大
き
な
大
会
で
の
優
勝
経
験

が
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
の
胸
を
借
り
る
つ

も
り
で
臨
み
ま
し
た
。
練
習
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
出
し
切
ろ
う
と
一
試
合
一
試
合

が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
同
じ
学
芸

大
出
身
の
角
田
夏
美
選
手
を
見
習
っ
て
強

い
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」

■
52
㌔
級

　

決
勝
は
、
昨
年
優
勝
の
白
石
響
（
環
太

平
洋
大
）
と
昨
年
の
講
道
館
杯
優
勝
の
大

森
生
純
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
の
顔
合
わ
せ
。

白
石
が
指
導
２
を
受
け
て
延
長
に
入
る
。

延
長
２
分
過
ぎ
に
白
石
が
背
負
投
で
技
あ

り
を
奪
い
、
劣
勢
を
挽
回
し
て
勝
利
。
白

石
は
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
白
石
響
（
環
太
平
洋
大
）

「
選
抜
で
は
、
何
と
し
て
も
連
覇
を
し
よ

う
と
臨
み
ま
し
た
。
達
成
で
き
て
嬉
し
い

で
す
。
勝
因
は
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
く
る
と

思
い
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
耐
え
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
」

【48㌔級・決勝】荒川（左）が攻める【48㌔級・決勝】荒川（左）が攻める

【52㌔級・決勝】白石（手前）が背負投で技ありを奪った【52㌔級・決勝】白石（手前）が背負投で技ありを奪った

【57㌔級・決勝】髙野（手前）が吉田を崩す【57㌔級・決勝】髙野（手前）が吉田を崩す

ニュース　全日本選抜柔道体重別選手権大会
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っ
て
走
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
63
㌔
級

　

準
決
勝
で
、
立
川
桃
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

と
嘉
重
春
樺
（
ブ
イ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

が
対
戦
。
嘉
重
が
立
っ
た
ま
ま
肘
関
節
を

決
め
る
禁
止
技
の
脇
固
め
を
掛
け
、
そ
の

ま
ま
腕
ひ
し
ぎ
十
字
固
を
決
め
ら
れ
た
立

川
が
「
参
っ
た
」
の
合
図
を
示
し
一
本
負

け
と
な
っ
た
。
し
か
し
試
合
後
、
審
判
団

が
協
議
し
て
映
像
を
確
認
し
た
結
果
、
嘉

重
の
反
則
を
認
定
し
、立
川
が
勝
利
し
た
。

　

決
勝
に
進
出
し
た
立
川
は
、
土
井
雅
子

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
と
対
戦
。
土
井
の
指
導

３
の
反
則
負
け
に
よ
っ
て
立
川
が
10
分
を

超
え
る
試
合
を
制
し
初
優
勝
し
た
。

◎
立
川
桃
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

「
優
勝
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
や

っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
準
決
勝
が
終
わ
っ
た
時
は
気

持
ち
は
沈
ん
で
い
ま
し
た
が
、（
判
定
が

覆
り
）
姉
（
立
川
莉
奈
選
手
）
に
『
や
り

切
っ
て
こ
い
』
と
励
ま
さ
れ
、
最
後
ま
で

や
り
切
り
ま
し
た
。（
姉
に
続
い
て
の
選

抜
優
勝
で
）
今
ま
で
追
っ
て
き
た
背
中
だ

っ
た
の
で
や
っ
と
追
い
着
い
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
世
界
で
戦
っ
て
い
け
る
選

手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
鯨
井
甫
審
判
長

「
準
決
勝（
立
川
・
嘉
重
戦
）の
判
定
に
つ
い
て
」

「
試
合
後
に
審
判
員
か
ら
反
則
の
指
摘
が

あ
り
、
ビ
デ
オ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
明

【63㌔級・決勝】立川（上）が 10分を超える試合を制して優勝する【63㌔級・決勝】立川（上）が 10分を超える試合を制して優勝する

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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ニュース　全日本選抜柔道体重別選手権大会

■
78
㌔
級

　

22
年
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
優
勝
の
髙

山
莉
加（
三
井
住
友
海
上
）と
泉
真
生（
コ

マ
ツ
）
の
決
勝
。
開
始
早
々
に
髙
山
が
大

外
刈
で
技
あ
り
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
流

れ
る
よ
う
に
横
四
方
固
に
連
絡
し
、
合
わ

せ
技
で
一
本
勝
ち
。
髙
山
は
試
合
時
間
59

秒
で
４
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
髙
山
莉
加
（
三
井
住
友
海
上
）

「
選
抜
で
は
圧
倒
的
に
勝
っ
て
、
次
に
繋

げ
よ
う
と
戦
い
ま
し
た
。
地
元
、
九
州
で

優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
国
内
で
は
実

績
も
出
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
海

外
で
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ

と
多
く
の
海
外
試
合
に
出
場
し
た
い
で

す
」■

78
㌔
超
級

　

４
連
覇
が
か
か
る
冨
田
若
春
（
コ
マ

ツ
）
と
昨
年
の
本
大
会
で
準
優
勝
に
終
わ

り
雪
辱
を
果
た
し
た
い
児
玉
ひ
か
る
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
決
勝
。

開
始
１
分
過
ぎ
、
冨
田
が
キ
レ
の
あ
る
小

外
掛
で
技
あ
り
を
奪
取
。
そ
の
ま
ま
上
四

方
固
で
合
わ
せ
技
一
本
と
な
り
、
冨
田
が

４
連
覇
を
達
成
し
た
。

【78㌔級・決勝】髙山（手前）が大外刈から横四方固に移ろうとする【78㌔級・決勝】髙山（手前）が大外刈から横四方固に移ろうとする

ら
か
に
反
則
行
為
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

国
際
柔
道
連
盟
の
試
合
審
判
規
定
に
基
づ

い
て
勝
者
の
差
し
替
え
を
行
い
ま
し
た
」

■
70
㌔
級

　

決
勝
は
22
年
講
道
館
杯
優
勝
の
桑
形
萌

花
（
三
井
住
友
海
上
）
と
22
年
全
日
本
実

業
団
優
勝
の
池
絵
梨
菜
（
国
士
舘
大
柔
道

ク
ラ
ブ
）
の
対
決
。
互
い
に
決
め
手
を
欠

く
ま
ま
、
桑
形
は
指
導
１
、
池
は
指
導
２

を
受
け
て
延
長
に
入
る
。
桑
形
が
指
導
２

を
受
け
て
両
者
後
が
な
く
な
っ
た
延
長
５

分
半
過
ぎ
、
池
が
場
外
の
指
導
を
受
け
て

反
則
負
け
。
桑
形
が
念
願
の
初
優
勝
を
飾

っ
た
。

◎
桑
形
萌
花
（
三
井
住
友
海
上
）

「
決
し
て
い
い
内
容
で
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
こ
こ
で
の
優
勝
を
目
標
と
し
て
い
た

の
で
、
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
池

選
手
と
は
２
戦
２
敗
で
し
た
の
で
、
こ
こ

は
勝
ち
切
ろ
う
と
臨
み
ま
し
た
。
決
勝
は

危
な
い
場
面
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、

気
持
ち
は
負
け
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
」

【70㌔級・決勝】内股を繰り出そうとする桑形（右）【70㌔級・決勝】内股を繰り出そうとする桑形（右）
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【大会入賞者】
◆男子 優勝 ２位 ３位

100㌔超級 太田彪雅（旭化成） 中村雄太（東海大） 一色勇輝（日本中央競馬会） 香川大吾（ALSOK）

100㌔級 ウルフアロン（パーク24） グリーンカラニ海斗（日本体育大） 中野智博（早稲田大） 植岡虎太郎（日本製鉄）

90㌔級 田嶋剛希（パーク24） 長澤憲大（パーク24）ベイカー茉秋（日本中央競馬会） 中西一生（旭化成）

81㌔級 老野祐平（帝京平成大） 天野開斗（東海大）釘丸将太（パーク24） 北條嘉人（日本大）

73㌔級 石原　樹（日本体育大） 大吉賢（SBC湘南美容クリニック）吉田優平（自衛隊体育学校） 原田健士（ALSOK）

66㌔級 藤阪泰恒（パーク24） 五味佳将（日本エースサポート） 相田勇司（ALSOK） 羽田野啓太（國學院大）

60㌔級 中村太樹（国士舘大） 竪山　将（パーク24） 永山竜樹（SBC湘南美容クリニック） 古賀玄暉（旭化成）

◆女子
78㌔超級 冨田若春（コマツ） 児玉ひかる（SBC湘南美容クリニック） 新井万央（日本体育大）髙橋瑠璃（SBC湘南美容クリニック）

78㌔級 髙山莉加（三井住友海上） 泉　真生（コマツ） 杉村美寿希（東海大） 梅木真美（ALSOK）

70㌔級 宇野友紀子（JR東日本）池絵梨菜（国士舘大柔道クラブ）桑形萌花（三井住友海上） 西願寺里保（コマツ）

63㌔級 立川　桃（ALSOK） 山口葵良梨（国士舘大）土井雅子（JR東日本） 嘉重春樺（ブイ・テクノロジー）

57㌔級 髙野綺海（日本エースサポート） 芳田　司（コマツ） 出村花恋（ダイサン） 大森朱莉（帝京大）

52㌔級 白石　響（環太平洋大） 大森生純（JR東日本） 志々目愛（SBC湘南美容クリニック） 武田亮子（龍谷大）

48㌔級 荒川朋花（ミキハウス） 吉岡　光（東海大） 濵野妃菜（淑徳大柔道センター） 林佑美（龍谷大）

（初優勝）

（３回目）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（２回目）

（初優勝）

（４連覇）

（４回目）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（２連覇）

（初優勝）

【78㌔超級・決勝】冨田（左）の小外掛【78㌔超級・決勝】冨田（左）の小外掛

◎
冨
田
若
春
（
コ
マ
ツ
）

「
会
場
の
皆
さ
ん
の
声
援
に
背
中
を
押
さ

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

決
勝
は
し
っ
か
り
と
相
手
を
見
な
が
ら
試

合
を
運
べ
た
と
思
い
ま
す
。
世
界
一
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
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ニュース

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
空
手
男
子
形
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
喜き

友ゆ

名な

諒り
ょ
う氏
が
、
団
体
形
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
金
き
ん
じ

城ょ
う

新あ
ら
た氏

、
上う
え

村む
ら

拓た
く

也や

氏
と
と
も
に
３
月
17
日
、
地
元
の
沖
縄
で

現
役
引
退
会
見
を
行
っ
た
。

　

喜
友
名
、
金
城
、
上
村
の
３
氏
は
２
０
０
９
年
に
団
体
形
チ
ー
ム
を
結
成
以
降
、
世

界
選
手
権
を
２
連
覇
す
る
な
ど
活
躍
。
昨
年
12
月
の
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
・
団
体
形
で

６
連
覇
を
達
成
し
た
後
、
今
年
１
月
末
に
全
日
本
空
手
道
連
盟
へ
引
退
す
る
旨
を
届
け

出
て
、
２
月
に
現
役
引
退
を
発
表
し
て
い
た
。
会
場
の
沖
縄
空
手
会
館
に
は
地
元
メ
デ

ィ
ア
を
中
心
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
10
台
が
詰
め
か
け
た
。
ま
た
、
所
属
道
場
の
劉
り
ゅ
う
え

衛い
り

流ゅ
う 

龍り
ゅ

鳳う
ほ

会う
か
いや

県
空
手
道
連
盟
の
関
係
者
、
親
族
ら
も
駆
け
つ
け
会
見
を
見
守
っ
た
。

　

ス
ー
ツ
姿
で
会
場
に
表
れ
た
喜
友
名
、

金
城
、
上
村
が
登
壇
。
彼
ら
を
長
年
指
導

し
て
き
た
佐さ

久く

本も
と

嗣つ
ぐ

男お

全
空
連
常
任
理
事

と
清
水
由
佳
同
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
コ
ー

チ
も
同
席
し
た
。
初
め
に
３
名
が
引
退
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
そ
の
後
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。◇

■
喜
友
名
諒
氏

「
こ
れ
ま
で
、
幸
せ
な
選
手
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最

近
、
空
手
を
始
め
た
時
か
ら
の
こ
と
を
思

い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
劉
衛
流

の
先
生
方
、
先
輩
方
が
技
を
継
い
で
き
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
自
分
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
を
大
会
の
場
で
表
現
し
、
こ

う
し
て
鍛
錬
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
自
分
も
し
っ
か
り
こ
の
技
を
継
い

で
、
次
の
世
代
に
繋つ
な

い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
現
在
の
心
境
を
語
っ
た
。

　

団
体
形
の
仲
間
、そ
し
て
連
盟
、道
場
、

家
族
、
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

た
後
、「
空
手
界
の
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
や
希
望
を
た
く
さ
ん
与
え
る
き
っ

か
け
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
「
選
手
生
活
は
充
実
し
た
時
間

で
し
た
。
空
手
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と

出
会
い
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
き
ま

し
た
。
自
分
の
人
生
の
宝
物
と
し
て
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
皆
様
の
役
に
立
て

る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

■
金
城
新
氏

「
小
学
２
年
で
空
手
を
始
め
て
か
ら
今
ま

で
、
多
く
の
方
に
ご
指
導
と
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
き
、
競
技
生
活
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」「
喜
友
名
先
輩
や
上
村

喜友名「幸せな選手生活」「人生の宝物」喜友名「幸せな選手生活」「人生の宝物」
世界団体形２連覇の盟友・金城、上村と指導者の道へ世界団体形２連覇の盟友・金城、上村と指導者の道へ

――――――――　空手道・男子団体形チーム（喜友名・金城・上村）現役引退会見――――――――　空手道・男子団体形チーム（喜友名・金城・上村）現役引退会見

会見に臨んだ（右から）佐久本嗣男氏、喜友名諒氏、
金城新氏、上村拓也氏、清水由佳氏
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に
、
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
で
す
。
私

一
人
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
世

界
の
景
色
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
感
謝
し

て
い
ま
す
」と
選
手
時
代
を
振
り
返
っ
た
。

　

恩
師
佐
久
本
氏
と
清
水
氏
へ
の
感
謝
に

続
け
、「
佐
久
本
先
生
は
常
に
私
た
ち
３

人
は
兄
弟
、
劉
衛
流
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
と

言
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
支
え
で
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
受
け

継
い
で
き
た
バ
ト
ン
を
、
こ
れ
か
ら
世
界

を
目
指
す
後
輩
た
ち
、
指
導
す
る
子
ど
も

た
ち
に
渡
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て

沖
縄
、
日
本
の
空
手
界
に
微
力
で
す
が
力

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
自

身
の
空
手
も
さ
ら
に
深
く
追
究
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

■
上
村
拓
也
氏

「
世
界
一
の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
佐
久
本
先
生
が
365
日
休
む
こ
と
な

く
稽
古
を
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で

す
」「
辛つ
ら

い
こ
と
も
、
失
敗
も
あ
り
ま
し

た
が
、
空
手
を
通
し
て
た
く
さ
ん
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
劉
衛
流
で
は
『
人

間
力
の
向
上
な
く
し
て
競
技
力
の
向
上
な

し
』
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
清
水
先
生
に
は

競
技
以
外
に
も
、
人
と
し
て
大
切
な
こ
と

を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
」「
家
族
の

よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
仲
間

た
ち
の
支
え
で
こ
れ
ま
で
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
「
自
分
た
ち
が
先
生
の
背
中
を
見
て
き

た
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
が
僕
た
ち
の
背
中

を
見
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
自
分
も
指
導
力
を
上
げ
て
、
佐
久
本

先
生
が
見
せ
て
く
れ
た
景
色
を
見
せ
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

◇

　

３
名
に
続
い
て
、
清
水
コ
ー
チ
は
、「
彼

ら
に
と
っ
て
こ
の
10
年
は
、
順
風
満
帆
に

見
え
ま
す
が
、
辛
い
時
や
苦
し
い
時
も
あ

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
も
諦
め
ず
に
、

10
年
以
上
、
日
の
丸
を
背
負
っ
て
き
た
本

当
に
頑
張
り
屋
で
す
」
と
健
闘
を
讃た
た

え

た
。
そ
し
て
、「
今
後
、
彼
ら
が
ど
う
い

っ
た
生
き
ざ
ま
を
見
せ
る
の
か
。
彼
ら
が

大
き
く
成
長
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
」
と
期
待
の
言
葉
を
語
っ
た
。

　

恩
師
・
佐
久
本
氏
は
「
い
よ
い
よ
こ
の

日
が
き
ま
し
た
。
複
雑
な
心
境
で
す
」
と

前
置
き
し
、
喜
友
名
氏
た
ち
の
活
躍
を
振

り
返
り
な
が
ら
、「
世
界
選
手
権
二
つ
、

ア
ジ
ア
大
会
六
つ
、
そ
れ
か
ら
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
予
定
通
り
の
圧
勝
で
し
た
。

そ
れ
は
、
本
人
た
ち
が
し
っ
か
り
と
稽
古

し
て
、
気
を
抜
か
な
い
で
一
日
一
日
を
過

ご
し
て
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
労
ね
ぎ
ら

い
、「
こ
れ
で
肩
の
荷
が
少
し
は
降
り
た
」

と
晴
れ
や
か
な
表
情
を
見
せ
た
。

　

引
退
し
た
３
氏
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

道
場
で
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
と

い
う
。
今
後
に
つ
い
て
、「
選
手
と
し
て

世
界
で
経
験
し
た
こ
と
が
エ
キ
ス
と
な
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
コ
ー
チ
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
大
会
を
問
わ
れ
た
喜
友
名
氏
は
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
く
、「
16
年
の
世

界
選
手
権
団
体
形
で
初
優
勝
し
た
時
」
と

回
答
。「
３
人
で
表
彰
台
に
上
っ
た
時
、

目
指
し
て
い
た
の
は
こ
の
場
所
だ
と
思
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。
金
城
氏
、
上
村
氏

は
14
年
に
地
元
で
開
催
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
沖
縄
大
会
を
一
つ
に
上
げ
、「
決

勝
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
た

舞
台
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
」（
金
城
）、

「
試
合
を
見
た
道
場
生
が
、
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
り
た
い
と
今
で
も
夢
を
語
っ

て
く
れ
る
」（
上
村
）
と
思
い
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
道
場
関
係
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
族
か
ら
大
き
な
花
束
が
贈
ら
れ
、
引
退

会
見
を
締
め
く
く
っ
た
。

■主な戦績
▼男子団体形チーム（沖縄・劉衛流）
◎�世界空手道選手権大会　２連覇（2016、18 年）
◎アジア空手道選手権大会
　６連覇（15、17、18、19、21、22 年）
◎ �KARATE１プレミアリーグ・シリーズＡ沖縄大会
　４連覇（14 〜 17 年）
◎ �KARATE１プレミアリーグ東京大会　２連覇（18、19 年）

▼個人形・喜友名諒氏
◎�東京 2020 オリンピック　金メダル（21 年）
◎�世界空手道選手権大会　４連覇（14，16、18、21 年）
◎ �KARATE１プレミアリーグ　優勝 19 回
◎�全日本空手道選手権大会　10 連覇（12 〜 21 年）
▼個人形・金城　新氏
◎�プレミアリーグ　マドリード大会　銅メダル（19 年）
◎�全日本空手道選手権大会　5位（19 年）
▼個人形・上村拓也氏
◎�プレミアリーグ　イスタンブール大会　銅メダル（18 年）
◎�全日本空手道選手権大会　5位（17 年）会見場には多くの報道陣・空手関係者が駆けつけた
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